
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

。
【請求項２】
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所定のトラック単位で１以上の音声情報を格納する音声情報エリアと、前記音声情報のト
ラックに関する管理情報を格納する管理情報エリアとを有することができるように構成さ
れた情報記憶媒体において、
　前記管理情報エリアは、前記音声情報の再生順序を管理するプログラムチェーン情報と
、１以上のアイテムテキストを含むテキストデータマネージャを含み、
　前記プログラムチェーン情報は再生単位としてのセルに関するセル情報を含み、このセ
ル情報がエントリポイント情報を含み、このエントリポイント情報が、前記アイテムテキ
ストを指し示すポインタ情報を含むように構成された情報記憶媒体

所定のトラック単位で１以上の音声情報を格納する音声情報エリアと、前記音声情報のト
ラックに関する管理情報を格納する管理情報エリアとを有することができるように構成さ
れた情報記憶媒体であって、前記管理情報エリアが前記音声情報の再生順序を管理するプ
ログラムチェーン情報と１以上のアイテムテキストを含むテキストデータマネージャを含
み、前記プログラムチェーン情報が再生単位としてのセルに関するセル情報を含み、この
セル情報がエントリポイント情報を含み、このエントリポイント情報が前記アイテムテキ
ストを指し示すポインタ情報を含むように構成された情報記憶媒体を用いる方法において
、
　前記音声情報エリアに対して前記音声情報の記録を行い、



。
【請求項３】

。
【請求項４】

。
【請求項５】

。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、オーディオ情報の記録方法、再生方法、編集方法、さらにはその情報記憶媒体
に関する。
【０００２】
そして特に特徴的なところは、音声関連情報に関する録音（ないし記録）・再生が可能な
情報記憶媒体に対する音声関連情報の記録方法、再生方法、編集方法および情報記憶媒体
上に記録するデータ構造に関する。
【０００３】
また、本発明は情報記憶媒体に記録された情報を順次再生するための再生手順情報とユー
ザが指定可能な別の再生手順情報の両方が管理情報として記録された情報記憶媒体に対し
て上記の管理情報内容を表示するための表示方法やその表示結果を用いた編集方法に関す
る技術分野にも関係している。
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　前記管理情報エリアに対して、前記プログラムチェーン情報および前記テキストデータ
マネージャの記録を行うように構成された記録方法

所定のトラック単位で１以上の音声情報が格納された音声情報エリアと、前記音声情報の
トラックに関する管理情報が格納された管理情報エリアとを有する情報記憶媒体であって
、前記管理情報エリアが前記音声情報の再生順序を管理するプログラムチェーン情報と１
以上のアイテムテキストを含むテキストデータマネージャを含み、前記プログラムチェー
ン情報が再生単位としてのセルに関するセル情報を含み、このセル情報がエントリポイン
ト情報を含み、このエントリポイント情報が前記アイテムテキストを指し示すポインタ情
報を含む情報記憶媒体を用いる方法において、
　前記管理情報エリアから前記プログラムチェーン情報および前記テキストデータマネー
ジャを再生し、
　前記音声情報エリアから前記音声情報を再生するように構成された再生方法

所定のトラック単位で１以上の音声情報を格納する音声情報エリアと、前記音声情報のト
ラックに関する管理情報を格納する管理情報エリアとを有することができるように構成さ
れた情報記憶媒体であって、前記管理情報エリアが前記音声情報の再生順序を管理するプ
ログラムチェーン情報と１以上のアイテムテキストを含むテキストデータマネージャを含
み、前記プログラムチェーン情報が再生単位としてのセルに関するセル情報を含み、この
セル情報がエントリポイント情報を含み、このエントリポイント情報が前記アイテムテキ
ストを指し示すポインタ情報を含むように構成された情報記憶媒体を用いる装置において
、
　前記音声情報エリアに対して前記音声情報の記録を行う構成と、
　前記管理情報エリアに対して、前記プログラムチェーン情報および前記テキストデータ
マネージャの記録を行う構成とを具備した記録装置

所定のトラック単位で１以上の音声情報が格納された音声情報エリアと、前記音声情報の
トラックに関する管理情報が格納された管理情報エリアとを有する情報記憶媒体であって
、前記管理情報エリアが前記音声情報の再生順序を管理するプログラムチェーン情報と１
以上のアイテムテキストを含むテキストデータマネージャを含み、前記プログラムチェー
ン情報が再生単位としてのセルに関するセル情報を含み、このセル情報がエントリポイン
ト情報を含み、このエントリポイント情報が前記アイテムテキストを指し示すポインタ情
報を含む情報記憶媒体を用いる装置において、
　前記管理情報エリアから前記プログラムチェーン情報および前記テキストデータマネー
ジャを再生する構成と、
　前記音声情報エリアから前記音声情報を再生する構成とを具備した再生装置



【０００４】
【従来の技術】
ＤＶＤフォーラムから１９９９年９月に情報記憶媒体に対して映像情報の録画・再生可能
な規格として「 Part3ＶＩＤＥＯ　ＲＥＣＯＲＤＩＮＧ　 DVD　 Specifications　 for　 Rew
ritable　 /　 Re-recordable　 Discs　」が発行された。
【０００５】
映像情報では“録画単位”あるいは“番組単位に対応するタイトル”と言う大きな映像内
容を分割する単位が存在し、上記規格において“録画単位”に対してはビデオオブジェク
ト（ Video Object）と言う管理単位が、また“番組単位やタイトル”に対してはプログラ
ム（ Program）と言う管理単位が存在している。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
上記のビデオレコーディング（ Video Recording）規格との間の高い互換性を目指した音
声情報の録音・再生可能な規格がオーディオレコーディング（ Audio Recording）規格と
して現在ＤＶＤフォーラムで検討されている。
【０００７】
ところで音声情報においては“曲”に対応した“トラック”と言う非常に小さな単位で録
音・再生が行われている。この“トラック”に対応した管理単位を音声情報に対する管理
情報内に持たせると、上述した Video Recording規格の階層構造に対して新たに“トラッ
ク”に対応した１階層を設ける必要が生じ、上述した Video Recording規格との間の高い
互換性が損なわれると言う問題が生じる。
【０００８】
上記問題点に対し、本発明の目的は  Video Recording 規格との間の高い互換性を確保し
つつ  Audio Recording 特有のトラック毎の管理を容易に行えるデータ構造の提案と、そ
れに関連した情報記憶媒体上に記録する音声関連情報の最適な記録方法、再生方法、編集
方法提供するところにある。
【０００９】
また、本発明では上記目的に限らず、「トラック単位で管理するために最適な音声情報単
体での編集方法」、「トラック単位で管理するために最適な音声情報と静止画像情報とを
組み合わせた編集方法」、および「上記の編集を非常に容易に行うための表示方法」を提
供するところにも本発明の目的がある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】

。
本発明では、

１ .音声情報に関する管理情報内の再生手順を示すＰＧＣ（ Program Chain）情報にオーデ
ィオトラックの切れ目情報を持たせることができる。
【００１１】
つまり、ＰＧＣＩ内にオーディオトラックの切れ目情報を記録することである。
【００１２】
２ .オリジナルトラックに関する管理情報であるオリジナルプログラムチェーン情報内の
プログラムをオリジナルトラックに対応させることもできる。
【００１３】
３ .プレイリストに関する管理情報であるユーザ定義ＰＧＣ情報テーブル内のセル情報に
対して、オーディオトラックの切れ目情報を示すトラックヘッドエントリーポイントの情
報を記録し、各種オーディオトラック固有の情報をこのトラックヘッドエントリーポイン
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この発明の実施の形態においては、情報記憶媒体の管理情報エリアが、音声情報の再生順
序を管理するプログラムチェーン情報と、１以上のアイテムテキストを含むテキストデー
タマネージャを含む。前記プログラムチェーン情報は再生単位としてのセルに関するセル
情報を含み、このセル情報がエントリポイント情報を含む。このエントリポイント情報が
、前記アイテムテキストを指し示すポインタ情報を含むように構成される
なお、



ト内に持たせることもできる。
【００１４】
４ .オーディオトラック再生時に同時に表示するための静止画像をユーザが指定すると、
オーディオトラックの再生時間と設定した静止画像の枚数から音声情報再生時の各静止画
像の表示タイミングを自動算出し、その表示タイミング情報を管理情報内に自動的に記録
することもできる。
【００１５】
５ .オリジナルリストとプレイリストを同時に画面上に表示することもできる（ Audio Rec
ordingに限らず Video Recordingにも適応可能）。
【００１６】
６ .本発明では、オリジナルリスト内のオリジナルトラックの一部を集めてプレイリスト
上に新たなトラックを作ることができる。あるいはオリジナルトラック内部を部分消去す
ることもできる。このような場合、オリジナルトラックのディスプレイモードの情報内容
に応じて、以下の（Ａ），（Ｂ）を選択することができる。そして、再生時には、
（Ａ）オリジナルトラック再生時に表示する全静止画像をプレイリスト上の新たなトラッ
ク再生時に表示する静止画像に利用する、あるいは部分消去前に表示していた全静止画像
を部分消去後にも全て表示する。
【００１７】
（Ｂ）オリジナルトラック再生時に表示する静止画像の内、特定範囲内にある静止画像の
みをプレイリスト上の新たなトラック再生時に表示する静止画像に利用する、あるいは部
分消去範囲内に表示していた静止画像は部分消去後には表示しない。
【００１８】
のどちらにするかを判別できるようにし、プレイリスト上の新たなトラックに対する静止
画像として設定する。
【００１９】
７ .ムービーオブジェクトの任意画面を静止画像として抽出し、オーディオオブジェクト
と同時表示可能な静止画像
としてスチルピクチャー AVファイル情報テーブル内に登録することもできる。
【００２０】
８．またこの発明では、トラック単位に指定し、そのトラック内容を示す代表画像の指定
情報を前記管理情報内に持つと共に、上記の代表画像の指定情報はオーディオトラック再
生時に表示する静止画像の指定情報とは別に設けられている。
【００２１】
９．オーディオトラック毎の固有情報を記録する領域内に、そのオーディオトラックの内
容を示す代表音声の表示範囲情報を設ける。
【００２２】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００２３】
図１は、この発明の一実施の形態である。書き換え可能なディスク形状の情報記憶媒体に
は、リードインエリア１１０、ボリウム／ファイル構成情報１１１のエリア、データエリ
ア１１２、リードアウトエリア１１３が確保されている。また情報記憶媒体１００内のユ
ーザが情報を記録できる領域であるデータエリア１１２内には一般コンピュータ情報記録
領域１２０と、オーディオ・ビデオ関連情報記録領域１２１が混在して存在できるフォー
マットになっている。オーディオ・ビデオのコンテンツ情報はオブジェクト（ Object）と
呼ばれ、映像コンテンツ情報は VR_ムービーオブジェクト記録領域１３１内に記録され、
音声コンテンツ情報は AR_オーディオオブジェクト記録領域１３３内に記録されている。
【００２４】
本発明実施例においては音声情報再生と同時に静止画像（スチルピクチャー）を表示でき
るばかりでなく、歌詞カードのように音声情報と同期して変化するリアルタイムテキスト
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情報（ Real-Time Text）も同時に表示が可能になっている。
【００２５】
本発明において上記静止画像は AR_スチルピクチャーオブジェクト記録領域１３２内に記
録され、上記リアルタイムテキスト情報、 AR_リアルタイムテキストオブジェクト（ AR_Rt
Text Object）記録領域１３４内に記録されている。
【００２６】
本発明実施例では上記音声情報、静止画像情報（スチルピクチャー）、リアルタイムテキ
スト情報（ Real-Time Text）を総称して“音声関連情報”と呼んでいる。これらのオブジ
ェクト情報（コンテンツ情報）の内容、属性情報、表示のための制御情報などは図１（ｄ
）に示す管理情報記録領域１３０内にまとめて記録されている。
【００２７】
管理情報記録領域１３０には、リアルタイムオーディオ管理情報（ＲＴＲ＿ＡＭＧＩ；オ
ーディオの一般情報であり、属性など），ムービー AVファイル情報テーブル（Ｍ＿ＡＶＦ
ＩＴ；動画の記録位置などの情報）、スチルピクチャー AVファイル情報テーブル（Ｓ＿Ａ
ＶＦＩＴ；静止画の記録位置などの情報）、オーディオ AVファイル情報テーブル（Ａ＿Ａ
ＶＦＩＴ；オーディオの記録位置などの情報），オリジナルＰＧＣ情報（ＯＲ＿ＰＧＣＩ
），ユーザ定義ＰＧＣ情報（ＵＤ＿ＰＧＣＩ），テキストデータマネージャー（ＴＸＴＤ
＿ＭＧ）、製造情報テーブル（ MNFIT）が含まれる。
【００２８】
先の各オブジェクト情報（コンテンツ情報）はオブジェクト内容毎に１個ずつの独立ファ
イル内に記録されている。
【００２９】
すなわち、図２に示すように全音声情報は AR_AUDIO.ARO ２２１ファイルにまとめて記録
されており、全静止画像情報（スチルピクチャー）は AR_STILL.ARO ２１３ファイル、全
リアルタイムテキスト情報（ Real-Time Text）は AR_RT_TEXT.ARO ２２２ファイル内にま
とめて記録されている。
【００３０】
本発明実施形態ではビデオレコーディング（ Video Recording）規格上で定義された映像
情報ファイル内の映像の１場面を静止画像として抽出し、音声情報と同時に表示する。そ
の時に使用する映像情報ファイル  VR_MOVIE.VRO ２１２も同じ  DVD_RTAV ディレクトリー
２１０内に記録されている。これらのオブジェクトファイルを統合的に管理する管理情報
記録領域１３０内の情報は  AR_MANGR.IFO ２１１ファイルとそのバックアップファイルで
ある  AR_MANGR.BUP ２１５に記録されている。
【００３１】
音声関連情報に関する録音（ないし記録）・再生が可能な情報記憶媒体に記録する管理情
報のデータ構造の骨格部は図１（ｅ）に示すように互換性を重視してＤＶＤフォーラムで
制定した Video Recording規格と同じ構造をしている。
【００３２】
ＤＶＤフォーラムが１９９９年９月に制定した「 Part 3 ＶＩＤＥＯ  ＲＥＣＯＲＤＩＮＧ
 DVD Specifications for Rewritable/ Re-recordable Discs 」の規格と同様、音声関連
情報の再生手順を示す情報は、ＰＧＣ（ Program Chain）情報１４４（オリジナルプログ
ラムチェーン）、１４５（ユーザ定義プログラムチェーン）内に記録されている。
【００３３】
すなわち再生するための音声関連情報内の連続再生する最小基本単位をセル（Ｃｅｌｌ）
と呼び、そのセルのつながりを示す再生手順であるＰＧＣ（ Program Chain）が構成され
る。セルに関する管理情報は管理情報記録領域１３０内に記録されている第１セル情報＃
１　１６４～第６セル情報＃６　１６９内（図１（ｇ）、図８（ｄ））に全て記録されて
いる。図１（ｉ）には、編集によりオーディオトラック１，２，３が存在することを示し
、図１（ｈ）には、各オーディオトラックの先頭を指定するトラックヘッドエントリーポ
イント（ THEP）１７１、１７２，１７３が記録されていることを示している。これらのト
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ラックヘッドエントリーポイント（ THEP）１７１、１７２，１７３は、各トラックのオブ
ジェクトを再生するためのセル情報を指定している。
【００３４】
図８（ｄ）に示すように、音声情報が記録されている  AR_AUDIO.ARO ２２１ファイル内の
どの範囲を、１個のセルで再生するかを示す情報が上記セル情報＃１１６４～＃６　１６
９内に記録されている。１個のＰＧＣ情報に従って再生する音声関連情報の再生手順は図
１（ｇ）に示すようにそのＰＧＣ情報１５６を構成するセル情報＃１　１６４～＃６　１
６９の配置順に再生・表示する。
【００３５】
例えば図８（ｄ）に示すようにセル情報＃１　１６４が“ Automatic”と言うトラック名
（曲名）の音声情報の一部を指定し、セル情報＃２　１６５と＃３　１６６が“ Another 
Chance”と言うトラック名（曲名）の音声情報を指定し、セル情報＃４　１６７が“ In M
y Room”と言うトラック名（曲名）の音声情報を指定した場合には、セル情報＃１　１６
４～＃６　１６９の配置順に従い、“ Automatic”の一部を再生・表示した後、“ Another
 Chance”を再生・表示し、次に“ In My Room”を再生・表示することになる。
【００３６】
音声関連情報に関する再生手順情報は
１．情報記憶媒体１００上に記録した順に再生する再生手順と
２．ユーザが任意に指定可能な再生手順と
の２通りが存在し、
１．情報記憶媒体１００上に記録した順に再生する再生手順に関する管理情報としての呼
び名を“オリジナルＰＧＣ”と呼び、ユーザに対する呼び名を図６に示すように“オリジ
ナルトラック１”と名付ける。また
２．ユーザが任意に指定可能な再生手順に関する管理情報としての呼び名を“ユーザ定義
ＰＧＣ”と呼び、ユーザに対する呼び名を図６に示すように“プレイリスト”と名付ける
。
【００３７】
オリジナルＰＧＣは、情報記憶媒体１００内で唯一存在し、ユーザ定義ＰＧＣは複数個設
定できる。それぞれのユーザ定義ＰＧＣに関する管理情報は第１ユーザ定義ＰＧＣ情報＃
１　１５６～第ｍユーザ定義ＰＧＣ情報＃ｍ　１５７内（図１（ｆ））に記録されている
。またそれらの情報はユーザ定義ＰＧＣ情報テーブル１４５内で一元管理されている。す
なわち、ユーザ定義ＰＧＣ情報テーブル情報（ＵＤ＿ＰＧＣＩＴＩ）１５０には、ここの
テーブルにどうのようなテーブルが記録されているかを示している。ＰＧＣ情報をサーチ
するための、ユーザ定義ＰＧＣ情報（ＵＤ＿ＰＧＣＩ）サーチポインタ１５１、１５２が
記録されている。
【００３８】
ところで、ＣＤ（ Compact Disk）やＭＤ（ Magneto-Optical Disk）、カセットテープでは
ポピュラー音楽の曲毎あるいはクラシック音楽の楽章毎に設定されるトラックという管理
単位を有している。上記プレイリスト（ユーザ定義ＰＧＣ）作成時にユーザは例えば“Ａ
”と言う名のオリジナルトラックの一部と“Ｂ”と言う名のオリジナルトラックの一部を
組み合わせて“Ｃ”と言う名の新しいトラックを作成する場合がある。
【００３９】
図８（ｅ）に示すように本発明実施例では１個のセルは音声情報ファイルである AR_AUDIO
.ARO ２２１内の連続再生範囲のみを指定できる（ AR_AUDIO.ARO ２２１内の飛び石的（離
散的）に存在する再生範囲をまたがって指定できない）ので、この場合には、本発明では
“Ａ”と言う名のオリジナルトラックの一部を１個の（ユーザ定義）セル＃１（第１セル
）　、“Ｂ”と言う名のオリジナルトラックの一部を別の１個の（ユーザ定義）セル＃２
（第２セル）　と指定し、“Ｃ”と言う名の新しいトラックをこのセル＃１　とセル＃２
　の組み合わせとして定義・管理するところに特徴がある。
【００４０】
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従って本発明実施例では１個以上のセルの組み合わせで１個のトラックを構成するデータ
構造になっている。ＤＶＤフォーラムで制定した Video Recording規格との間の互換性を
確保するために上記のデータ構造を保持しつつ音声情報特有のトラックの区切りを規定す
る方法として本発明実施例では「再生手順を示す情報であるＰＧＣ情報内に上記音声情報
に対するトラックの切れ目位置を示す情報を記録する」ところに本発明の第１の大きな特
徴がある。
【００４１】
それを実現する方法として図１に示した実施例では各トラック毎の再生開始位置に存在す
るセルの管理情報であるセル情報＃１　１６４、＃４　１６７、＃５１６８の中に第１（
＃１）、第２（＃２）、第３（＃３）のトラックヘッドエントリーポイント１７１、１７
２、１７３と言う情報記録領域を設定し、その中に、図９に示すトラック固有の情報を記
録している。
【００４２】
図９に示すように、エントリーポイントの種類としては、トラックヘッドエントリーポイ
ント（図１、図１１）、またはプログラム情報（図７）がある。このエントリーポイント
のエントリーポイント情報の内容としては、エントリーポイントタイプ情報（トラックヘ
ッドエントリーポイントかスチルピクチャーエントリーポイントかの識別情報）、該当す
るオーディオトラックの内容を示す代表音声の表示範囲を指定する情報（該当するオーデ
ィオトラック内の再生開始時間と再生終了時間で指定されている）、該当するオーディオ
トラックの内容を代表する代表画像の保存場所を指定する情報［Ｓ＿ＶＯＢサーチポイン
タ番号（スチルピクチャーＶＯＢグループ番号）とその中のＶＯＢエントリー番号で指定
される］がある。
【００４３】
さらに該当するオーディオトラック固有のテキスト情報（プライマリーテキスト情報；曲
名、演奏者名、歌手名、作曲者名など）、付加説明用テキスト情報（セントラルテキスト
情報；アイテムテキスト）、該当するオーディオトラック内での静止画像の表示モード（
ディスプレイオーダーモード、ディスプレイタイミングモード）、該当する静止画像の表
示時間範囲情報、表示する静止画像内容のオリジナルトラックとの関係（オリジナルトラ
ックのものと同じ静止画像を表示するか、別の独自の静止画像（ニューリーセット）を表
示するか）、消去禁止フラグなどの情報がある。
【００４４】
またスチルピクチャエントリーポイント内には、エントリーポイントタイプ情報（トラッ
クヘッドエントリーポイントかスチルピクチャエントリーポイントかの識別情報）、表示
する静止画像の保存場所を指定する情報［ S_VOGIサーチポインタ番号（スチルピクチャー
ＶＯＢグループ番号）とその中の VOBエントリー番号で指定される］，上記の静止画像を
表示するタイミングの指定情報（対応するオーディオオブジェクトの表示時間情報を指定
して両者間の表示タイミングを合わせるためのもの）、該当する静止画像の表示時間範囲
情報、などがある。なおこれらの情報の他にさらに追加してもよいことはもちろんである
。
【００４５】
本発明は、図１の実施形態に限らず、トラックヘッドエントリーポイント１７１～１７３
を使う代わりに、図示してないがトラック先頭に位置するセルのセル情報＃１　１６４、
＃４　１６７、＃５　１６８の中に「該当するセルがトラックの先頭位置に配置されて事
を示すフラグ情報」（“フラグ＝１”の時には該当セルがトラックの先頭位置に存在し、
“フラグ＝０”のときは該当セルがトラックの２番目以降に存在する）の記録領域が設定
されてもよい。また、更に各セル情報＃１　１６４、＃４　１６７、＃５　１６８の一般
情報記録領域内に、図９に示した内容の情報を記録する方法も本発明実施例に含まれる。
【００４６】
次に音声情報再生時に同時に表示する静止画像情報（スチルピクチャー Object）やトラッ
ク毎の固有情報を示すテキスト情報に関する管理情報のデータ構造に付いて図３～図５を
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用いて説明する。
【００４７】
図２に示した AR_AUDIO.ARO２２１ファイル内の音声情報に関する管理情報は図３（ｅ）に
示すようにオーディオ AVファイル情報テーブル１４３内に記録されている。なお図３にお
いて図１と対応する部分には、同一符号を付している。
【００４８】
図３では、 A_AVFIT（オーディオＡＶファイル情報テーブル）１４３、つまりオーディオ
に関する管理情報を階層的に示している。オーディオＡＶファイル情報テーブル１４３は
、オーディオＡＶファイル情報テーブル情報１８０、オーディオオブジェクトストリーム
情報１８１、１８２と、オーディオＡＶファイル情報１８４と、リアルタイムテキストオ
ブジェクトストリーム情報１８６，１８９などからなる。オーディオＡＶファイル情報１
８４は、オーディオＡＶファイルゼネラル情報１９０、オーディオオブジェクトサーチポ
インタ１９１，１９２、オーディオオブジェクト情報１９６，１９７などからなる。
【００４９】
オーディオオブジェクト情報は、オーディオオブジェクトゼネラル情報２４０、オーディ
オオブジェクトユニットエントリー２４１，２４８などからなる。そして、オーディオオ
ブジェクトユニットエントリーは、オーディオオブジェクトデータサイズ２５１、オーデ
ィオオブジェクトユニットプレゼンテーションタイム２５２、リアルタイムテキスト位置
２５３などの情報からなる。
【００５０】
図２の AR_RT_TEXT.ARO２２２ファイル内に記録されているリアルタイムテキスト情報（ Re
al-Time Text Object）（音声情報と同期して表示内容が変化する情報）に対する管理情
報も、オーディオ AVファイル情報テーブル１４３内のリアルタイムテキストオブジェクト
ストリーム情報（ Real-Time Text Object Stream Information）＃１　１８６、リアルタ
イムテキスト AVファイル情報１８９に記録されている。
【００５１】
ディスク形状の情報記憶媒体１００上に音声情報を録音する場合には、複数トラックをま
とめて録音する場合が多い。この場合、まとめて一度に録音する音声情報単位をオーディ
オオブジェクト（ＡＯＢ）と呼ぶ。個々のＡＯＢ毎にオーディオオブジェクト情報＃１　
１９６～＃ｉ（第ｉ）１９７の管理情報を設ける。音声情報に対して高速再生（ Fast Fro
nt）、巻き戻し（ Fast Reverse）やタイムサーチなどの特殊再生を可能にするため、音声
情報をＡＯＢより更に小さなユニット（オーディオオブジェクトユニット）に分割し、各
ユニット（オーディオオブジェクトユニット）毎のデータサイズ（図３（ｉ）のオーディ
オオブジェクトユニットデータサイズ２５１）と表示所要時間（オーディオオブジェクト
ユニットプレゼンテーションタイム２５２）の情報を図３（ｈ）に示すオーディオオブジ
ェクトユニットエントリー＃１　２４１～＃ｈ　２４８の記録場所内に記録している。
【００５２】
また、本発明実施例では各ユニット（オーディオオブジェクトユニット）内の先頭位置の
音声情報を再生する時に表示するリアルタイムテキスト情報（ Real-Time Text Object）
が記録されている AR_RT_TEXT.ARO２２２ファイル内の位置（相対アドレス）情報もリアル
タイムテキスト位置情報（ Real-Time Text Position　情報）２５３としてオーディオオ
ブジェクトユニットエントリー＃１　２４１～＃ｈ　２４８内に記録されている。図８（
ｄ）に示し、前述したように、各セル情報＃１　１６４～＃６　１６９内には該当するセ
ルが指し示すＡＯＢ（オーディオオブジェクト）とセルの開始時間と終了時間が時間情報
として記録されている。
【００５３】
この指定されたセルを再生する場合には、指定されたＡＯＢ内の指定された時間範囲内を
再生するが、この時間情報に対してオーディオオブジェクト情報＃１１９６～＃ｉ１９７
内に記録されたオーディオオブジェクトユニットエントリー＃１　２４１～＃ｈ２４８（
図３（ｈ））の情報を用いて AR_AUDIO.ARO２２１内の相対アドレスに変換後、希望する音
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声情報を再生する事になる。
【００５４】
図７（ｅ）では概念説明をするためにＡＯＢ＃１　～＃５　を記述してあるが、各ＡＯＢ
に関する管理情報が記録されているオーディオオブジェクト情報＃１１９６～＃ｉ（第ｉ
）１９７（図３（ｇ））内にオーディオオブジェクトエントリー＃１　～＃５　が記録さ
れている。
【００５５】
図７（ｈ）には、オリジナルプログラムチェーン３２０を示している。このプログラムチ
ェーンに対応する、第１（＃１）プログラム情報，第２（＃２）プログラム情報，第３（
＃３）プログラム情報，第４（＃４）プログラム情報が図７（ｇ）であり、このプログラ
ム情報に対応するオリジナルセル情報３０１，３０２，３０３，３０４，３０５が図７（
ｆ）である。このオリジナルセル情報は、それぞれ図７（ｅ）のオートマティック、ファ
ーストラブ、インマイルーム、アナザーチャンスという各曲（各オブジェクト）に対応し
ている。
【００５６】
次に、図７（ｄ）は、第１セル情報＃１、１６４が“ Automatic”と言うトラック名（曲
名）の音声情報の一部を指定し、第２セル情報＃２、１６５と第３セル情報＃３、１６６
が“ Another Chance”と言うトラック名（曲名）の音声情報を指定し、第４セル情報＃４
、１６７が“ In My Room”と言うトラック名（曲名）の音声情報を編集時に指定した場合
を示している。この場合セル情報＃１、１６４～＃６、１６９の配置順に従い再生を行う
と、“ Automatic”の一部を再生・表示した後、“ Another Chance”を再生・表示し、次
に“ In My Room”を再生・表示することになる。
【００５７】
ここで、この再生開始は、任意に選択できるものであり、これはトラックヘッドエントリ
ーポイント１７１、１７２、１７３のいずれかをユーザが指定することにより、“ Automa
tic”＋“ Another Chance”，又は、“ In My Room”，又は First　 Love“＋“ Another Ch
ance”のいずれのトラック（編集後の曲）からでもスタートすることができる。編集後の
トラックはこの場合は、Ｎｏ．１，Ｎｏ．２，Ｎｏ．３の３つの例を示している。オーデ
ィオトラックに関連させてスチルピクチャーも指定しておくことができる。
【００５８】
次に音声情報の再生時に同時に表示する静止画像情報（スチルピクチャーオブジェクト）
に対する管理情報は、図４（ｅ）に示すスチルピクチャー AVファイル情報テーブル（ S_AV
FIT）１４２内に記録されている。静止画像情報もディスク形状の情報記憶媒体１００に
記録する場合には、一度に複数枚の静止画像情報をまとめて記録する場合が多い。従って
一度に記録する静止画像情報をまとめてスチルピクチャー VOBグループと呼び、スチルピ
クチャー VOBグループに関する管理情報をスチルピクチャー VOBグループ情報＃１　２７３
～＃ｇ２７９（図４（ｇ））内に記録し、スチルピクチャー VOBグループ単位での管理を
行っている。
【００５９】
また、スチルピクチャー VOBグループ情報＃１　２７３～＃ｇ２７９内のスチルピクチャ
ー VOBエントリー＃１　２８１～＃ｆ（第ｆ）２８９（図４（ｈ））で静止画像１枚毎の
データサイズ（１つのスチルピクチャーのサイズ２９２）の管理を行っている。
【００６０】
図９に示すように“曲名”や“歌手名”“演奏者名”などのトラック毎の固有な情報はテ
キスト情報としてトラックヘッドエントリーポイント＃１　１７１～＃３　　１７３（図
４（ｇ））内に記録されている。“曲名”や“歌手名”“演奏者名”など比較的データ量
が少ないテキスト情報を記録する場所としてトラックヘッドエントリーポイント＃１　１
７１～＃３　１７３内にプライマリーテキスト情報５１～５３と言う名の記録領域が存在
する。
【００６１】
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それに対して、トラック毎の固有情報ではあるが、データ量が膨大でプライマリーテキス
ト情報５１～５３内に記録できない情報に対しては図１１に示すようにアイテムテキスト
＃１　２３６～＃ｅ（第ｅ）２３８（図１１（ｆ））内に記録され、トラックヘッドエン
トリーポイント＃１　１７１～＃３　１７３内には何番目のアイテムテキストを示すかの
情報を持ったポインター情報のみが記録される構造になっている。アイテムテキスト情報
は、図５（ｅ）に示すようにテキストデータマネージャー（ Text Data Manager）１４６
内にまとめて一括記録されている。このように一括記録することで、全アイテムテキスト
＃１　２３６～＃ｅ（第ｅ）２３８の内容に対して“テキストサーチ”などの検索が行え
、音声情報検索に役に立つ。なお、この明細書では記憶媒体に記録されている各種のデー
タ構造が階層的に示され、しかも複数の図面に種々の方面から記載されているが、対応す
る部分には一貫して同一符号を付している。
【００６２】
図１４には、本発明における情報記録再生装置内の構造を示す。
【００６３】
ディスクドライブ部４０９で情報記憶媒体１００に対する情報の記録及び再生を行ってい
る。各種入力手段４４０～４４２、４１２、４１３から入力された各種オブジェクト情報
はエンコーダ部４０１でエンコードされた後にディスクドライブ部４０９を介して情報記
憶媒体１００上に記録される。同時にそのオブジェクト情報に関する管理情報がメイン MP
U部（ MAIN MPU部）４０４内で作られ、ディスクドライブ部４０９を介して情報記憶媒体
１００上に記録される。
【００６４】
入力手段としては、マイク４４１、Ａ／Ｖ入力部４１２、キー入力部４４２、ＴＶチュー
ナ部４１３、デジタルカメラ４４０がある。また放送信号を受信するセットトップボック
ス（ＳＴＢ）部４０３がある。エンコーダ部４０１は、Ａ／Ｖ入力が与えられるアナログ
デジタル（Ａ／Ｄ）変換部４１４、このＡ／Ｄ変換部４１４の出力信号（ビデオ信号）ま
たはＳＴＢ部４０３からの出力ビデオ信号４２３のいずれかを任意に選択するセレクタ４
１５を有する。
【００６５】
ビデオエンコード部４１６は、セレクタ４１５からのビデオ信号を例えばＭＰＥＧ規格に
従い圧縮符号化のためにエンコードし、フォーマッタ部４１９に与える。オーディオエン
コード部４１７は、Ａ／Ｄ変換部４１４からのオーディオ信号に対して例えばＭＰＥＧあ
るいはＰＣＭなどの処理を行い、フォーマッタ部４１９に与える。キー入力部４４２から
の情報は、リアルタイムテキスト（ＲＴ＿ＴＥＸＴ）エンコード部４１８に入力され、テ
キストデータとしてフォーマッタ部４１９に入力される。フォーマッタ部４１９には、バ
ッファメモリ部４２０が接続され、入力データが所定のフォーマットに変換するときの時
間調整用として利用される。
【００６６】
フォーマッタ部４１９の出力（所定のフォーマットに変換された情報）は、デジタルプロ
セッサ（Ｄ－ＰＲＯ）部４１０で、管理情報と対応させられ、ディスクドライブ部４０９
を介して情報記憶媒体１００に記録される。Ｄ－ＰＲＯ部４１０には、一時記憶部４１１
が接続され、データ処理のバッファリングとして機能している。またＤ－ＰＲＯ部４１０
では、エラー訂正符号の付加、変調処理などが施される。
【００６７】
管理情報は、メインＭＰＵ部４０４において、作成される。また、情報記憶媒体１００か
ら読み取られた管理情報もメインＭＰＵ部４０４にて解読される。メインＭＰＵ部４０４
は、内部にオーディオ関連データ作成制御部、オーディオ関連データ再生制御部、オーデ
ィオ関連データ部分消去制御部、ワークＲＡＭ部を有する。またメインＭＰＵ部４０４に
は、表示部４０８が接続され、またこの装置を制御するためのキー入力部４０７も接続さ
れている。
【００６８】
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上記情報記憶媒体１００の情報が再生される場合には、ディスクドライブ部４０９の例え
ば光学的な情報読み取り手段により記録情報が読み取られ、光電変換された信号がＤ－Ｐ
ＲＯ部４１０に導入される。そして再生情報は、デコーダ部４０２の分離部４２５に入力
され、ビデオ情報、オーディオ情報、テキスト情報に分離される。
【００６９】
ビデオ情報は、ビデオデコード部４２８に導かれてデコードされ、オーディオ情報は、オ
ーディオデコード部４３０に導かれてデコードされ、さらにテキスト情報は、テキストデ
コード部４２９に導かれてデコードされる。
【００７０】
ビデオデコード部４２８の出力ビデオ信号と、テキストデコード部４２９の出力テキスト
は、ビデオ処理（Ｖ－ＰＲＯ）部４３８に入力される。ビデオ処理部４３８から出力され
たビデオ信号は、ビデオ（Ｖ）ミキシング部４０５を介してデジタルアナログ変換部４３
６でアナログ信号に変換され、テレビジョン表示器４３７に供給される。
【００７１】
またビデオミキシング部４０５では、ＳＴＢ部４０３からのビデオ信号を合成することも
できる。またこのビデオミキシング部４０５には、フレームメモリ部４０６が接続されて
いる。ビデオミキシング部４０５の出力は、さらにインターフェース４３４を介してパソ
コン４３５に供給することも可能である。
【００７２】
さきのオーディオデコード部４３０においは、オーディオ信号がデコードされ、そのデコ
ード出力は、インターフェース４３１を介してデジタル出力として導出することができる
。またデコード出力は、デジタルアナログ変換器４３２を介してスピーカ４３３へ供給さ
れる。デジタルアナログ変換器４３２には、ＳＴＢ部４０３からオーディオ信号を入力す
ることもできる。
【００７３】
システムクロック部４５０は、ＳＴＢ部４２１とデコーダ部４０２とエンコーダ部４０１
、メインＭＰＵ部４０４など全体の同期を得るためのクロックを生成している。システム
クロック部４５１は、ディスク再生時に再生情報とデコーダ部４０２との同期を取るため
の基準クロックを生成している。
【００７４】
再生時にはディスクドライブ部４０９を介して情報記憶媒体１００内に記録されている管
理情報が MAIN MPU部４０４内のワークＲＡＭ部内に一時記録される。このワークＲＡＭ部
内に一時記録された管理情報を利用して情報記憶媒体１００上に記録された再生対象のオ
ブジェクト情報が読み取とられ、さらにデコーダ部４０２でデコードされ、その後デコー
ド出力がスピーカー４３３、テレビ表示器４３７あるいは表示部４０８に出力される。
【００７５】
ユーザインターフェースも含めた音声関連情報に関するプレイリストの作成方法と、その
結果作られた管理データの詳細構造について以下に説明する。
【００７６】
ユーザがプレイリストを作成する時には図１４の表示部４０８には図６に示すようなオリ
ジナルトラック１のリストと、ユーザが作成しようとするプレイリスト＃１　２の両方を
表示してユーザの利便性を高めたところに本発明実施例の特徴がある。
【００７７】
プレイリスト内容の作成方法説明の前に、本発明の特徴である図６に示した表示画面の作
成方法について図１９を用いて説明する。初めに情報記憶媒体１００上に記録された管理
情報記録領域１３０の情報を読み取り、一時的に MAIN MPU部４０４内のワークＲＡＭ部内
に一時記録する（Ｓ３１）。
【００７８】
最初に情報記憶媒体１００へ録画した順に再生手順が示されるオリジナルトラック１に関
する管理内容はオリジナルプログラムチェーン情報１４４、または３２０内に記録されて

10

20

30

40

50

(11) JP 3540785 B2 2004.7.7



おり、後述するようにオリジナルトラックに関する情報は特にプログラム情報＃１　３１
１～＃４　３１４内（図７の（ｈ）（ｇ））に記載されている。また先に説明したように
プレイリストのトラックに関する情報はユーザ定義ＰＧＣ情報テーブル１４５内のトラッ
クヘッドエントリーポイント１７１～１７３内に記録されている。それらの情報を利用し
て MAIN MPU部４０４内でオリジナルトラック１に関するリスト画面を作成（Ｓ３２）し、
プレイリスト＃１　２に関する各トラックのリスト画面を個々に作成し（Ｓ３３）、両者
の画面を合成して（Ｓ３４）表示する（Ｓ３５）。
【００７９】
図６でのピクチャー５の列はそれぞれのトラックの内容を示す静止画像である“代表画像
”を示している。本発明実施例では音声情報を再生する時に最初に表示する静止画像を代
表画像に利用する場合が多いが、それに限らず最初に表示する静止画像とは別に代表画像
を指定できる構造になっている。ディスプレイモード７とは音声情報再生時に表示する静
止画像の切り替え方とタイミングを示したものであり、
ディスプレイオーダーモード（ Display Order Mode）としては
・シーケンシャル（ Sequential）…　あらかじめ指定された順番に従って表示する静止画
像を切り替える方法。
【００８０】
・ランダム（ Random）…　静止画像の表示順をまったくランダムに設定する。
【００８１】
（最悪の場合には、同じ静止画像が続けて表示される場合もある）
・シャフル（ Shuffle）…　静止画像の表示順をあらかじめ指定された順番に対して順番
を入れ替えて表示する。
【００８２】
（１サイクルの内同一の静止画像が表示されるのは１回のみ）
ディスプレイタイミングモード（ Display Timing Mode）としては
・スライドショー（ Slideshow）  …　あらかじめ決められたタイミングで次の静止画像へ
切り替わる。
【００８３】
・ブラウザブル（ Browsable）  …ユーザがスイッチを入れた時に初めて次の静止画像に切
り替わる。
【００８４】
（ユーザがスイッチを入れるまでは同じ静止画像が表示されている）
がある。上記ディスプレイモード７はトラック単位に設定され、同一トラック内でディス
プレイモードが変化する事は無い。
【００８５】
タイムチャート（ Time Chart）１１とはプレイリスト作成時にユーザがオリジナルトラッ
クの一部を指定する時の指定範囲を可視化したものである。
【００８６】
図６のオリジナルトラック１の表示画面とそれに対する管理情報のデータ構造について図
７を用いて説明する。図６のオリジナルトラック１に関する情報は全てオリジナルプログ
ラムチェーン情報１４４内で管理されている。その概念を図７（ｈ）に示すオリジナルＰ
ＧＣ３２０で模式図化した。オリジナルトラックに関しては各トラック毎にそれぞれプロ
グラムが対応し、１オリジナルトラック＝１プログラムの関係になっている。図９に示す
ようなそれぞれのオリジナルトラックに関する情報はこのプログラムに関する管理情報記
録領域であるプログラム情報＃１　３１１～＃５　３０５内に記載されている。
【００８７】
１個のプログラムは１個以上のオリジナルセルから構成され、各オリジナルセルに対して
オリジナルセル情報＃１　３０１～＃５　３０５の管理情報記録領域が存在している。オ
リジナルトラック１（オリジナルＰＧＣ３２０）内においては全てのオリジナルセル＃１
　３０１～＃５　３０５に対して１対１にＡＯＢ＃１　～＃５　が対応し、１セル＝１Ａ
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ＯＢの関係になっている。
【００８８】
図６と図７、図８の対応関係を以下に説明する。図６に示した“ Automatic”と言うトラ
ック名（曲名）の音声情報は AR_AUDIO.ARO２２１ファイル内のＡＯＢ＃１　内に記録され
、オリジナルトラックに関する管理情報はプログラム情報＃１　３１１内に記録され、再
生に関する情報はオリジナルセル情報＃１　３０１内に記録されている。同様に“ First 
Love”と言うトラック名（曲名）の音声情報は AR_AUDIO.ARO２２１ファイル内のＡＯＢ＃
２　内に記録され、オリジナルトラックに関する管理情報はプログラム情報＃２　３１２
内に記録され、再生に関する情報はオリジナルセル情報＃２　３０２内に記録されている
。録画直後の“ Another Chance”と言うトラック名（曲名）の音声情報は１個のＡＯＢと
して管理されていたが、そのトラック内の一部を部分消去したため、ＡＯＢ＃４　とＡＯ
Ｂ＃５　の２個のＡＯＢに分割され、それに応じてオリジナルセル情報＃４　３０４と＃
５　３０５に２分割された（図７（ｅ））。しかしトラック自体は変化しないため、プロ
グラム情報＃４　３１４は１個のまま維持されている。
【００８９】
ユーザは図６に示した画面を用いて編集処理によりユーザが望むプレイリスト内の新しい
トラックを作成する。例えば図６に示すようにプレイリスト＃１　２を作成した場合を考
える。すなわち“ Automatic”のＡからＢまでの範囲と“ Another Chance”の全部をつな
いでニュートラック No.１を作り、この音楽再生中に表示する静止画像を図７（ａ）に示
すスチルピクチャーとしては No.1から No.４までの４枚を設定する。次に“ In My Room”
の表示する静止画像を変えた物をニュートラック No.２とし、“  First Love ”のＡから
Ｂまでと“ Automatic”のＣからＤまでをつなぎ、スチルピクチャー No.７から No.９まで
の３枚の静止画像を設定してニュートラック No.３とする。
【００９０】
この結果作られたプレイリストに関する管理情報とオリジナルＰＧＣとの関係を図７に示
し、オーディオオブジェクトファイルである AR_AUDIO.ARO２２１との関係を図８に示して
いる。それぞれのオリジナルトラックの一部にそれぞれセル情報＃１　１６４～＃６　１
６９が対応し、そのセル情報＃１　１６４～＃６　１６９内には、各トラック内の２枚目
以降に表示する静止画像に対する管理情報が記録されたスチルピクチャーエントリーポイ
ント２１～２６が存在している。各セル情報＃１　１６４～＃６　１６９内には“対応す
るオーディオオブジェクト情報（ＡＯＢ）＃１　１９６～＃ｉ　１９７の指定情報”と“
それぞれの開始と終了時刻に関する情報”が記録されており、対応するオーディオオブジ
ェクト情報＃１　１９６～＃ｉ　１９７内のオーディオオブジェクトエントリー＃１　～
＃５　（オーディオオブジェクトユニットエントリー＃１　２４１～＃ｈ２４８）を参照
して AR_AUDIO.ARO２２１上のアクセスアドレスを割り出せるようになっている。
【００９１】
図７、図８に示したトラックヘッドエントリーポイント＃１　　１７１～＃３１７３とス
チルピクチャーエントリーポイント２１～２６内に記録される情報内容について図９を用
いて説明する。「表示する静止画像の保存場所を指定する情報」は、図４（ｇ）、（ｈ）
に示すスチルピクチャー VOBグループ情報＃１　２７３～＃ｇ２７９の番号指定情報とそ
の中のスチルピクチャー VOBエントリー＃１　２８１～＃ｆ２８９の番号指定情報により
対応する静止画像を指定している。この静止画像情報の指定方法を模式図的に示したのが
図１０である。
【００９２】
図１０において、全ての静止画像は各スチルピクチャー VOBグループ＃１　～＃ｇ　毎に
まとめて AR_STILL.ARO２１３ファイル内に記録され、各１枚毎の静止画像の管理情報はス
チルピクチャーＶＯＢグループ情報＃１　２７３～＃ｇ２７９内のスチルピクチャーＶＯ
Ｂエントリー２８１～２９９に記録されている。図９の「表示する静止画像の保存場所を
指定する情報」は図１０におけるトラックヘッドエントリーポイント＃１　１７１～＃３
　１７３とスチルピクチャーエントリーポイント２１～２６から各スチルピクチャーＶＯ
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Ｂエントリー２８１～２９９に向かう“実線の矢印”に対応する。
【００９３】
また図９で指定した「静止画像を表示するタイミング指定情報」とは、ディスプレイオー
ダーモード（ Display Order Mode）としてシーケンシャルモード（“ Sequential Mode”
）を指定し、ディスプレイタイミングモード（ Display Timing Mode）としてスライドシ
ョー（“ Slideshow”）を指定した場合に有効となるタイミング指定情報であり、既に表
示してある静止画像に対して該当するスチルピクチャーエントリーポイント２１～２６が
指定した静止画像に表示を切り替える時刻情報を意味する。
【００９４】
上記のディスプレイモードでは
・次のスチルピクチャーエントリーポイント２１～２６が指定した時刻あるいは
・該当するトラックが終了する時刻
まで、ここで指定した静止画像を表示し続ける。本発明では表示を切り替える時刻情報と
して音声情報の表示時刻情報（ Presentation Time）で表現しているが、本発明はそれに
限らず、例えば該当するトラックの再生開始時刻から指定した静止画像に表示を切り替え
る時刻までの差分時間情報を用いる事もできる。「該当する静止画像の表示時間範囲情報
」とは Display Timing Modeとしてブラウザブルモード（“ Browsable Mode”）に指定し
た時に有効となる。
【００９５】
ユーザがスイッチを押すと前に表示していた静止画像からこのスチルピクチャーエントリ
ーポイント２１～２６で指定した静止画像に切り替わるが、その後ユーザがスイッチを押
さない場合には該当するトラックが終了するまで同じ静止画像を表示し続ける事となる。
「該当する静止画像の表示時間範囲情報」で最大表示時間を設定すると、その時間までユ
ーザが静止画像の切り替えスイッチを押さない場合には自動的に該当する静止画像の表示
を中止し、例えば自動的に“ブルーバック”に画面が切り替わるなどの処理が可能になる
。逆にユーザが誤って静止画像の切り替わりスイッチを押し続けた場合には、すぐに次々
と静止画像が変わってしまい、ユーザに落ち着いて静止画像を見せる事が出来なくなる。
「該当する静止画像の表示時間範囲情報」で最小表示時間を設定すると、ユーザが静止画
像の切り替わりスイッチを押し続けても、ここで設定した最小表示時間の間は表示する静
止画像が切り替わらないように出来る。
【００９６】
トラックヘッドエントリーポイント１７１～１７３またはプログラム情報３１１～３１４
内で指定された静止画像は常に該当するトラックの再生開始と同時に表示されるので「静
止画像を表示するタイミング指定情報」は不要となる。本発明では該当するトラックの再
生開始と同時に表示されるとは別に「該当するオーディオトラックの内容を代表する代表
画像の保存場所を指定する情報」により独自にトラック単位の代表画像の設定が可能にな
っている。
【００９７】
図９に示す「該当するオーディオトラックの内容を代表する代表画像の保存場所を指定す
る情報」で指定した静止画像は、図６のピクチャ５、６の列に表示される静止画像に対応
する。また図９に示す「該当するオーディオトラックの内容を代表する代表画像の保存場
所を指定する情報」は、図１０におけるトラックヘッドエントリーポイント＃１　１７１
～＃３　１７３とスチルピクチャーエントリーポイント２１～２６から各スチルピクチャ
ーＶＯＢエントリー２８１～２９９に向かう“破線の矢印”に対応する。
【００９８】
上述したように静止画像に対するディスプレイモード７はトラック単位に設定され、同一
トラック内でディスプレイモードが変化する事は無いため、トラック固有の情報としてト
ラックヘッドエントリーポイント１７１～１７３またはプログラム情報３１１～３１４内
に記録される。図９における「該当するオーディオトラック内での静止画像の表示モード
（ディスプレイモード）」で設定された内容が図６のディスプレイモード７、８に表示さ
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れる。
【００９９】
図９における「該当するオーディオトラック固有のテキスト情報（ Primary Text情報）」
の内容が以前に説明した図１１（ｅ）におけるプライマリーテキスト情報５１～５３に対
応し、その情報の中の“曲名”の情報が図６の“トラックタイトル３”の列に表示される
。図９における「付加説明用テキスト情報」は以前説明した図１１（ｄ）でのトラックヘ
ッドエントリーポイント＃１　１７１～＃３　１７３からアイテムテキスト＃１　２３６
～＃ｅ２３８へ向かう“矢印”に対応し、“アイテムテキスト番号”を示す情報内容を持
っている。
【０１００】
図９における「表示する静止画像内容のオリジナルトラックとの関係」の情報内容が図６
での“スチル１０”に表示される。すなわち図６におけるニュートラック No.１～ No.３で
表示する静止画像はオリジナルトラック１で使われた静止画像をそのまま利用しているか
（この場合が“オリジナル”と表示される）、オリジナルトラック１で使われた静止画像
とは別にユーザが独自に設定したものか（この場合は“ニューリーセット”と表示される
）の識別情報が与えられている。
【０１０１】
本発明では消去可能領域であるか、消去不可能な領域であるかの設定単位をトラック単位
で設定している。従って消去を禁止するオーディオトラックに対しては「消去禁止フラグ
」が“１”の情報が設定される。
【０１０２】
図１０（ｈ）に示すように映像情報（ムービーオブジェクト）が記録された VR_MOVIE.VRO
２１２ファイル内の任意の映像画面を音声情報再生時に同時に表示する静止画像として活
用できるところに本発明の特徴がある。その具体的方法について図１０と図２２、図２３
を用いて説明する。まずユーザに対して図６に示すように情報記憶媒体１００上に記録さ
れたオーディオトラックの一覧表を表示し、静止画像を設定したいトラックをユーザに指
定してもらう（Ｓ６３）。次に VR_MOVIE.VRO２１２ファイル内に記録された映像情報を表
示しながらユーザに希望の画面（場面）を指定してもらう（Ｓ６４）。ユーザが指定した
画面（場面）は図１４内のデコーダ部４０２内で既にデコードされているので、その画像
情報がそのまま静止画像（Ｉピクチャー）として情報記憶媒体１００上の AR_STILL.ARO２
１３ファイル内に記録される（Ｓ６５）とともにそれに関する管理情報が作成される（Ｓ
６６）。そこで作成した静止画像と音声情報間の表示関係情報がトラックヘッドエントリ
ーポイント＃２　１７２またはスチルピクチャーエントリーポイント２４に記録される。
一般のユーザは希望する画面（場面）は設定するが、表示タイミングまでは設定しない場
合が多い。従って図１４に示した情報記録再生装置内の MAIN MPU部４０４内で自動的に「
静止画像を表示するタイミングの指定情報」（図９）の値を設定する（図２２、図２３の
Ｓ６８）ところに、本発明における情報記録再生装置の特徴がある。
【０１０３】
具体的には
〔静止画像１枚当たりの表示時間〕＝〔該当するオーディオトラックの再生時間〕÷〔該
当するオーディオトラック内で表示する静止画像枚数〕
として自動計算する。
【０１０４】
オリジナルトラックの情報を管理するオリジナルＰＧＣ３２０においては図９に示すオリ
ジナルトラックに関する情報はプログラム情報＃１　３１１～＃４　３１４内に記録され
ている。プログラム情報＃１　３１１～＃４　３１４での静止画像の設定状況を図１２に
示す。
【０１０５】
図１２（ａ）はオリジナルオーディオトラック（図１２（ｂ））に対応したスチルピクチ
ャーを示し、図１２（ｃ）はオリジナルプログラムチェーンを示している。ここで各オリ
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ジナルオーディオトラックにはプログラム情報が対応している。そして、プログラム情報
＃１　３１１～＃４　３１４内にそれぞれのオーディオトラック内容を示す代表画像を指
定する情報４１～４４が記録されており、そこから直接スチルピクチャーＶＯＢエントリ
ー＃１　２８１～＃ｐ＋１２９６（図１２（ｇ））を指定できるようになっている。図１
２（ｇ）は別ファイルであり、スチルピクチャーＶＯＢグループ情報である。
【０１０６】
オリジナルセル情報＃１　３０１～＃５　３０５内にはトラックヘッドエントリーポイン
ト情報は持たず（オーディオトラック再生開始時に表示する静止画像も含めて）全てスチ
ルピクチャーエントリーポイント３１～３９のみの情報になる。
【０１０７】
また管理情報内には、代表画像指定情報４１～４４が存在し、トラック単位に指定し、そ
のトラック内容を示す代表画像の指定情報として機能する。また上記の代表画像の指定情
報はオーディオトラック再生時に表示する静止画像の指定情報とは別に設けられている。
このために、オーディオトラック再生時にぼう持する静止画像が記録されているビデオオ
ブジェクト（ＶＯＢ）グループ以外の別場ところにあるＶＯＢグループ内の任意の静止画
像を代表画像として設定でき、自由度を高めることができる。
【０１０８】
図１３は更に別の実施の形態あるいは上記の実施の形態とともに共存する実施の形態であ
る。ここではプログラム情報＃１　３１１～＃４　３１４でのテキスト情報の設定状況を
図１３に示す。図９の「該当するオーディオトラック固有のテキスト情報」は図１３（ｄ
）に示すようにプログラム情報＃１　３１１～＃４３１４内のプライマリーテキスト情報
５６～５９内に記録される。また、図９の「付加説明用テキスト情報」は図１３（ｅ）の
アイテムテキスト＃１　２３６～＃ｅ２３８へ向かう“矢印”に対応し、“何番目のアイ
テムテキストを指定するか”の情報が記録されている。
【０１０９】
以上の説明では図９に示すようなオーディオトラックに関する固有情報の記録・管理場所
として
・オリジナルトラックの場合にはプログラム情報内に記録し、管理する。また　・プレイ
リストの場合にはトラックヘッドエントリーポイント内に記録し、管理する。場合につい
て説明した。
【０１１０】
しかし本発明においては上記方法に限らず、オーディオトラックに関する固有情報の記録
・管理場所が逆転したり、両方とも同一の場ところに記録し、管理する場合も本発明範囲
内に含まれる。
【０１１１】
すなわち、プレイリストに対してもユーザ定義ＰＧＣ内にプログラム情報が存在し、この
ユーザ定義ＰＧＣ内のプログラム情報内に図９に示すようなオーディオトラックに関する
固有情報を記録し、管理する方法も本発明範囲内に含まれる。
【０１１２】
次に、図１５、図１６を用いて情報記憶媒体１００上に対する音声関連情報の録音方法に
ついて説明する。
【０１１３】
本発明におけるほとんどの処理は、情報記憶媒体１００上に記録された管理情報記録領域
１３０の情報を読み取り、一時的に MAIN MPU部４０４内のワークＲＡＭ部内に一時記録（
Ｓ１）する。そして、一連の処理の後にワークＲＡＭ部内に記録され、一部内容が変更さ
れた管理情報を、情報記憶媒体１００上に記録する処理（Ｓ１２）を行う。
【０１１４】
図１５、図１６に示した本発明実施例では、始めに音声情報を AR_AUDIO.ARO２２１ファイ
ルの後ろに追加記録（Ｓ２）し、その後でワークＲＡＭ部内の管理情報を書き換える処理
を行う。管理情報内容の変更に対しては、始めに音声情報に関する管理情報をオーディオ
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オブジェクト情報内に追記変更する。
【０１１５】
つまり、ステップＳ３では、メインＭＰＵ部４０４内では、ステップＳ２で録音したオー
ディオトラックにあわせてプログラム情報、オリジナルセル情報、オーディオオブジェク
ト情報を作成し、ワークＲＡＭ部に追加記録する。さらにステップＳ４では、録音したオ
ーディオトラックに対してオーディオオブジェクトユニット毎のＡＲ＿ＡＵＤＩＯ．ＡＲ
Ｏ２２１内の相対アドレスを調べ、ワークＲＡＭ部内のオーディオオブジェクト情報内に
追加記録する。
【０１１６】
次に音声情報と同時に表示する静止画像を設定するかをユーザに問い合わせる（Ｓ５）。
さらに、音声と同時に表示する静止画像を設定する場合でも
（１）音声情報の録音と同時に新規の静止画像を記録する時には（ステップ６の判断でＹ
ＥＳ），
…新規記録する静止画像を AR_STILL.ARO２１３ファイルに記録する。それに対応して静止
画像の管理情報スチルピクチャー VOBグループ情報を作成する。つまり、静止画像情報を
ＡＲ＿スチルピクチャーオブジェクト記録領域１３２内に記録（ AR_STILL.ARO２１３ファ
イル後端に追記）し、それにあわせてスチルピクチャーＶＯＢグループ情報を作成し、ワ
ーク RAM部内に追記する（Ｓ７）。
【０１１７】
（２）既に情報記憶媒体１００上に記録されている静止画像を利用する時には（ステップ
６の判断でＮＯ），
…音声情報と同時に表示する静止画像をユーザに選んでもらう（Ｓ８）。つまり、すでに
情報記憶媒体１００内に記録されたスチルピクチャＶＯＢグループの中から該当するオー
ディオトラックに対して同時表示したい静止画像をユーザに選んでもらう。
【０１１８】
のいずれかの方法を選択する。
【０１１９】
スチルピクチャーエントリーポイントに設定する「静止画像を表示するタイミングの指定
情報」の情報内容は、図１４の情報記録再生装置の MAIN MPU部４０４内で
〔静止画像１枚当たりの表示時間〕＝〔該当するオーディオトラックの再生時間〕÷〔該
当するオーディオトラック内で表示する静止画像枚数〕
の計算を行い（ワーク RAM部内に一時記録されているスチルピクチャーエントリーポイン
ト３１～３９内の「静止画像を表示するタイミングの指定情報」に対して計算結果の値を
記録する）自動設定される（Ｓ９）。
【０１２０】
次にプログラム情報３１１～３１４内に記録し、オーディオトラック毎に設定する「該当
するオーディオトラックの内容を代表する代表画像の保存場所を指定する情報」、「該当
するオーディオトラック固有のテキスト情報」、「付加説明用テキスト情報」、「該当す
るオーディオトラック内での静止画像の表示モード」、「消去禁止フラグ」の情報をユー
ザに入力してもらう（Ｓ１０、Ｓ１１）。
【０１２１】
つまり、ステップＳ１０；ユーザに「該当するオーディオトラックに対する代表画像」を
「静止画像の表示モード」として設定してもらい、その情報をワーク RAM部内に一時記憶
されているプログラム情報３１１～３１４内に記録する。
【０１２２】
次にステップＳ１１で、キー入力部４０７を利用してユーザに「プライマリーテキスト情
報」と「アイテムテキスト情報」を設定してもらい、その情報をワーク RAM部内に一時記
録されているプライマリーテキスト情報５６～５９とアイテムテキスト２３６～２３８内
に記録するとともにアイテムテキストへのポインター情報も記録する。
【０１２３】
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また図示していないが、オーディオトラック毎の固有情報をプログラム情報３１１～３１
４内に記録するとき（ステップＳ１０），図９に示す「該当するオーディオトラックの内
容を示す代表音声の表示範囲を指定する情報」内に該当するオーディオトラックの再生開
始時間から特定の時間（例えば５秒間）までの時間を自動的に記録される。この時間範囲
を変更したい場合には、編集処理時にユーザが代表音声の表示範囲を設定し直すことがで
きる。
【０１２４】
以上の一連の処理により音声関連情報に関する管理情報を完成させ、その管理情報はディ
スクドライブ部４０９を経由して情報記憶媒体１００上へ記録する（Ｓ１２）。
【０１２５】
本発明においてオリジナルトラック内の部分消去を行う方法に付いて説明する。図７（ｅ
）、図７（ｆ）に示すように“ Another Chance”と言うトラック名（曲名）のオリジナル
トラックの中央部を部分消去するとＡＯＢ＃４　、＃５　のようにオーディオオブジェク
トが２分割される。また、それに対応してオーディオオブジェクト情報、オリジナルセル
情報＃４　３０４、＃５　３０５が２分割される。その時の情報記録再生装置内での処理
方法について図１７、図１８を用いて説明する。
【０１２６】
図１７、図１８において、ユーザが部分消去範囲を時間情報で指定する（Ｓ２２）と、対
応して管理情報内容が変更され（Ｓ２３）、 AR_AUDIO.ARO２２１内の該当個所が消去され
る。この部分消去対象範囲内に表示されていた静止画像の取り扱いが重大な問題となる。
【０１２７】
この部分消去後の静止画像の取り扱い方法として
（Ａ）部分消去場ところによらず、部分消去前の静止画像全てを部分消去後の音声情報再
生時に表示する（Ｓ２７）
…この場合には図９の「静止画像を表示するタイミングの指定情報」を再計算して自動的
に書き換える。
【０１２８】
（Ｂ）部分消去場所内のみに表示していた静止画像は部分消去後の再生時には表示しない
（Ｓ２８）。
【０１２９】
の２通りの方法を本発明では選択する。この時、部分消去場所内のみに表示していた静止
画像（指定された一部の静止画像）を表示可能とするかの判定情報が管理情報内に事前に
記録されており、その情報に基付き（Ａ），（Ｂ）のいずれかを選択する（図１７、図１
８のＳ２６）ところに本発明の編集方法における第１の特徴がある。
【０１３０】
上記判定情報はユーザが認識可能な情報になっていると言うところに本発明の第２の特徴
がある。ユーザが認識可能な状況で有れば、（Ａ），（Ｂ）のいずれを選択したかがユー
ザにも理解でき、ユーザの混乱を回避できる。ユーザが認識可能な上記判定情報として本
発明では図６にあるディスプレイモード７を利用している。
【０１３１】
すなわちオリジナルトラック１のディスプレイモード７が“ Slideshow+Sequential”を表
示している（その時のプログラム情報内の「該当するオーディオトラック内での静止画像
の表示モード」も同じ情報が記録されている）場合にのみ上記の〔Ｂ〕を選択し、それ以
外の情報が記録されている場合には〔Ａ〕を選択する。
【０１３２】
図１７、図１８において、さらに詳しく説明する。ステップＳ２１ではディスクドライブ
部４０９でディスク内の管理情報記録領域１３０の情報を読み取り、 MAIN　 MPU部４０４
内のワーク RAM部内に一時記録する。ステップＳ２２では、ユーザがオリジナルトラック
内の部分消去する範囲を指定（時間情報で指定）する。ステップＳ２３では、ユーザが指
定したオリジナルトラックが含まれるオーディオオブジェクト情報に対して、ユーザが指
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定した部分消去範囲の前後でオーディオオブジェクトを２分割する。前半（部分消去個所
の前）のオーディオオブジェクトに対しては既存のオーディオオブジェクト情報を使用し
、不要なオーディオオブジェクトユニットエントリーを削除処理する（メインＭＰＵ部４
０４）が行う。同様に後半（部分消去個所の後ろ）のオーディオオブジェクトに対しては
新たに１個のオーディオオブジェクト情報を作成し、元のオーディオオブジェクトユニッ
トエントリーから該当する部分をコピーしてワークらＲＡＭ部に記録する。
【０１３３】
ステップＳ２４では、オーディオオブジェクトが記録されているＡＲ＿ＡＵＤＩＯ．ＡＲ
Ｏ　２２１ファイル内の部分消去範囲を消去する。そして次のステップＳ２５では、該当
するオリジナルトラックに関するプログラム情報内に記録された静止画像情報に関するデ
ィスプレイモード情報からユーザが指定した部分消去範囲内に表示していた静止画像を部
分消去後に表示するか否かの判断メインＭＰＵ部４０４内で行う。
【０１３４】
該当する静止画像を部分消去後表示する場合には（ステップＳ２６でイエス）、部分消去
後のオーディオトラックの表示時間を表示する性画像の枚数で割り、静止画像１枚あたり
の表示時間を計算し、ワークＲＡＭ部内に一時記録されているスチルピクチャエントリー
ポイント３１～３９内の「静止画像を表示するタイミングの指定情報」の内容を変更する
。逆に該当する静止画像を部分消去後表示しない場合には（ステップＳ２６でノー）、オ
リジナルセル情報３０１～３０５内に記録されていた部分消去前のスチルピクチャーエン
トリーポイント３１～３９の中からユーザが指定した部分消去範囲内に含まれるスチルピ
クチャエントリーポイントの情報を削除する（Ｓ２８）。
【０１３５】
次のステップＳ２９では、ワークＲＡＭ内に一時記録された管理情報をディスクドライブ
部４０９を経由して情報記憶媒体内の管理情報記録領域１３０へ書き換える。
【０１３６】
次に、図１９を参照して、図６で示したようなプレイリスト作成用表示画面の作成処理方
法について説明する。
【０１３７】
ディスクドライブ部４０９でディスク内の管理情報記憶領域１３０の情報を読み取り、メ
インＭＰＵ部４０４内のワークＲＡＭ部内に一時記憶する（Ｓ３１）。次にメインＭＰＵ
部４０４は、一時記憶されているプログラム情報３１１～３１４の情報内容からディスク
１００に記録されているオリジナルトラックに関する情報を解釈し、オリジナルトラック
１に関する表示画面内容を作成する（Ｓ３２）。次にメインＭＰＵ部４０４は、一時記憶
されているユーザ定義ＰＧＣ情報テーブル１４５を構成しているセル情報１６４～１６９
内のトラックヘッドエントリーポイント１７１～１７３の情報を用い、各プレイリスト毎
のトラックに関する情報を抽出し、プレイリスト２に関する表示画面内容を作成する（Ｓ
３３）。
【０１３８】
次にステップＳ３２とＳ３３で作成した各表示画面を合成し、Ｖミキシング部へ転送する
（Ｓ３４）。そして、メインＭＰＵ部４０４内部で作成した表示画面をＤ／Ａ変換器４３
６を経由させて表示部４０８で表示する。
【０１３９】
図２０、図２１を参照して、本発明におけるプレイリストの作成方法についてさらに説明
する。管理情報記録領域１３０の情報を読み取り、メインＭＰＵ部４０４内のワークＲＡ
Ｍ部内に一時記録する（Ｓ４１）。
【０１４０】
次に、図１９に示した方法でユーザに対して編集画面（オリジナルトラック１、プレイリ
ストの画面）を表示し（Ｓ４２）、ユーザにプレイリスト作成をしてもらう（Ｓ４３）。
ここでは、ユーザが画面を見ながら新たに作成するニュートラックとオリジナルトラック
の関係を入力することになる。
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【０１４１】
ディスプレイモードは最初に再生される元のオリジナルトラックで指定されたディスプレ
イモードに自動的に一致設定されるが、後からユーザが画面を見ながら変更する事は可能
である。同時にユーザに新しくプレイリスト上に作成したトラックに関する固有情報を入
力してもらう（Ｓ４４）。
【０１４２】
つまりこのステップでは、ユーザが表示画面を見ながら新たに作成するニュートラックに
関する表示モード８（図６）と、代表画像と、静止画設定条件（オリジナルの場合は、オ
リジナルトラックで設定した静止画像と同じものを表示させる、ニューリーセットの場合
はユーザが新たに静止画像を指定する）を入力することになる。
【０１４３】
次に、図１４に示した情報記録再生装置の MAIN MPU部４０４内では上記の入力情報に基付
き、新しいセル情報の作成と、その中のトラックヘッドエントリーポイント内の情報記録
を行う（Ｓ４５）。
【０１４４】
つまりこのステップでは、ワークＲＡＭ部内において、該当するユーザ定義ＰＧＣ情報１
５６，１５７内に新たにセル情報１６４～１６９を追加設定し、ユーザが設定した新しい
トラック内の先頭に位置するセルに対するセル情報内に、トラックヘッドエントリーポイ
ント１７１～１７３を追記する。
【０１４５】
次に、このトラックヘッドエントリーポイント１７１～１７３内にユーザが指定した表示
モードと代表画像の指定情報と、代表音声の表示範囲を追記する（Ｓ４６）。このステッ
プＳ４６における代表音声の表示範囲は、新しく作成したニュートラックの再生開始時間
から特定の時間（例えば５秒間）までの時間を自動的に記録される。この時間範囲を変更
したい場合は、編集処理時にユーザが代表音声の表示範囲を設定し直すことができる。
【０１４６】
この新しく作成したニュートラックに対して再生と同時に表示する静止画像をユーザが新
たに設定し直す場合には（Ｓ４７）、ユーザのキーイン結果に応じて図６のスチル１０が
“オリジナル（ Original）”から“ニューリーセット（ Newly Set）”に変更されるとと
もにユーザに静止画像を選択してもらう（Ｓ４８）。つまり新たに作成するニュートラッ
クの表示と同時に表示する静止画像を既存のスチルピクチャＶＯＢグループ情報２７３～
２７９の中からユーザが選択することになる。
【０１４７】
プレイリスト作成時の静止画像の設定方法として
（Ａ）ユーザによるオリジナルトラック内の指定場ところによらず、関係するオリジナル
トラックが持っていた静止画像全てをプレイリスト内の新しいトラックの再生時に表示す
る（Ｓ５１）。
【０１４８】
…例えば３個のオリジナルトラックから新しいトラックを作成した場合には、３個のオリ
ジナルトラックを再生する時に表示する全ての静止画像を新しいトラックを再生する時に
表示する。
【０１４９】
（Ｂ）新しいプレイリストを作成するために引用されたオリジナルトラック内の指定場所
を再生する時に表示される静止画像のみを新しいトラックの再生時に表示する（Ｓ５０）
。
【０１５０】
の２通りの方法を本発明では選択する。この時、どちらの方法を採用するかの判定情報が
管理情報内に事前に記録されており、その情報に基付き（Ａ），（Ｂ）のいずれを選択す
る（図２０、図２１のＳ４９）ステップ（Ｓ４９）ところに本発明の編集方法における第
１の特徴がある。
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【０１５１】
また、上記判定情報はユーザが認識可能な情報になっていると言うところに本発明の第２
の特徴がある。ユーザが認識可能な状況で有れば、（Ａ），（Ｂ）のいずれを選択したか
がユーザにも理解でき、ユーザの混乱を回避できる。
【０１５２】
ユーザが認識可能な上記判定情報として本発明では図６にあるディスプレイモード７を利
用している。すなわち新しいトラックを再生する時に最初に再生する音声情報を引用した
オリジナルトラック１（例えば図６の例ではニュートラック No.１ではオリジナルトラッ
クの“ Automatic”を意味し、ニュートラック No.３ではオリジナルトラックの“ First Lo
ve”を意味している）のディスプレイモード７が“ Slideshow+Sequential”を表示してい
る（その時のプログラム情報内の「該当するオーディオトラック内での静止画像の表示モ
ード」も同じ情報が記録されている）場合にのみ上記の（Ｂ）を選択し、それ以外の情報
が記録されている場合には（Ａ）を選択する。
【０１５３】
また図２０、図２１では図示してないが、「静止画像を表示するタイミングの指定情報」
の設定（Ｓ５２）直後に、新しく作成したトラックに対応するトラックヘッドエントリー
ポイント内に記録する「該当するオーディオトラック固有のテキスト情報」と「付加説明
用テキスト情報」は新しいトラックを再生する時に最初に再生する音声情報を引用したオ
リジナルトラック１内の情報が自動転記され、必要に応じてユーザのキーイン操作による
テキスト情報の書き換えが行われる（Ｓ５３）。
【０１５４】
図２２、図２３には、映像情報を音声情報と同時に表示する静止画像情報として利用する
場合の処理手順を示している。
【０１５５】
管理情報記憶領域１３０の情報を読み取り、メインＭＰＵ部４０４内のワークＲＡＭ部内
に一時記録する（Ｓ６１）。次に、図１９で示した方法でオリジナルトラック１とプレイ
リストの画面を表示する（Ｓ６２）。ユーザが表示画面を見ながら映像情報から抽出した
静止画情報を同時に表示させるトラックを指定する（Ｓ６３）。
【０１５６】
次にユーザは、表示画面を見ながら映像情報（ムービーオブジェクトの情報が記録された
VR＿ MOVIE.VRO２１２ファイル内の映像情報）の中から静止画情報として抽出したい場面
を指定する（Ｓ６４）。このステップで指定された画面情報は、静止画像として抽出され
、その静止画像はＶ＿ＰＲＯ部４３８からビデオミキシング部４０５を経由してディスク
ドライブ部４０９から情報記憶媒体１００上のスチルピクチャーオブジェクトファイルで
あるＡＲ＿ＳＴＩＬＬ．ＡＲＯ２１３の一部として記録される（Ｓ６５）。次に、このス
テップで抽出されてディスクに記録された静止画像に対応して、メインＭＰＵ部４０４内
のワークＲＡＭ部内に新たなスチルピクチャＶＯＢグループ情報＃ｇ２７９と、スチルピ
クチャＶＯＢエントリー＃１　２９８、＃２　２９９の情報が記録される（Ｓ６６）。
【０１５７】
次にステップＳ６３内でユーザが指定したトラックに対応するセル情報＃４　１６７内の
トラックヘッドエントリーポイント＃２　１７２と、スチルピクチャエントリーポイント
２４で指定する静止画情報をステップＳ６６で作成したスチルピクチャＶＯＢエントリー
＃１　２９８，＃２　２９９に変更する（Ｓ６７）。
【０１５８】
次に該当するトラックの表示時間をトラック内で表示する静止画像の枚数で割り、静止画
像１枚あたりの表示時間を計算し、その結果をワークＲＡＭ部内に一時記憶されているス
チルピクチャエントリーポイント２４と、トラックヘッドエントリーポイント１７２内の
「静止画像を表示するタイミングの指定情報」内に記録する（Ｓ６８）。そして、メイン
ＭＰＵ部４０４内のワークＲＡＭ部内に一時記録された管理情報をディスクドライブ部４
０９を経由して管理情報記録領域１３０へ書き換える（Ｓ６９）。
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【０１５９】
図２４、図２５を用いて、上記の方法で情報記憶媒体１００に記録した音声関連情報の再
生方法について説明する。
【０１６０】
管理情報記録領域１３０の情報を読み取り、メインＭＰＵ部４０４内のワークＲＡＭ部内
に一時記憶する（Ｓ７１）。次に、ワークＲＡＭ部内に一時記録されたプログラム情報３
１１～３１４の情報から、情報記憶媒体に記録されているオリジナルトラックに関する情
報を解釈し、オリジナルトラック１に関する表示画面内容を作成する（Ｓ７２）。次に、
ワークＲＡＭ部内に一時記録されたユーザ定義ＰＧＣ情報テーブル１４５を構成するセル
情報１６４～１６９内のトラックヘッドエントリーポイント１７１～１７３の情報から各
プレイリスト毎のトラックに関する情報を抽出し、プレイリスト２に関する表示画面内容
を作成する（Ｓ７３）。
【０１６１】
次に、図１９のステップＳ３２、Ｓ３３で作成した表示画面を合成し、Ｖミキシング部へ
転送する（Ｓ７４）。さらに表示画面をＤ／Ａ変換器４３６を経由させて表示部４０８で
表示する（Ｓ７５）。
【０１６２】
図１９の方法で図６に示した画面を表示し、ユーザに再生対象のトラックを指定してもら
う（Ｓ７６）。ユーザは、聞きたい曲を選定する前に代表音声を聞くことでそれが本当に
ユーザが聞きたい曲か否かを事前確認できる。すなわち確認したいオーディオトラックを
指定し、代表音声の再生ボタンをユーザが押すと、メインＭＰＵ部４０４内で「該当する
オーディオトラックの再生内容を示す代表音声の表示範囲を指定する情報」から（Ｓ７７
），オーディオオブジェクトユニットエントリー＃１　２４１～＃ｈ　２４８を利用して
、ＡＲ＿ＡＵＤＩＯ．ＡＲＯ２２１内のアクセスすべきアドレスを算出（Ｓ７８）し，音
声情報を情報記憶媒体から再生し、表示する（Ｓ７９）。
【０１６３】
ステップＳ７７では具体的には、トラックヘッドエントリーポイント１７１～１７３、ま
たはプログラム情報３１１～３１４内の「該当するオーディオトラックの内容を示す代表
音声の表示範囲を指定する情報」から代表音声の再生開始時間と再生終了時間を読み取る
。
【０１６４】
またステップＳ７８では、オーディオオブジェクト情報１９６～１９７内のオーディオオ
ブジェクトユニットエントリー２４１～２４８の情報を用いて代表音声の情報が記録され
ているＡＲ＿ＡＵＤＩＯ．ＡＲＯ２２１内の再生開始アドレスと再生終了アドレスを算出
する。そしてステップＳ７９では、所定アドレス範囲が再生され、音声出力されるが、ユ
ーザはその代表音声を聞いて自分が聞きたいオーディオトラックであるか否かを判断する
。確認の後は、再生範囲を指定して再生ボタンを押す（Ｓ８０）。またワークＲＡＭ部内
に一時記憶された管理情報からユーザが指定したトラック範囲がオリジナルＰＧＣ情報１
４４内あるいはユーザ定義ＰＧＣ情報１５６、１５７内のどの範囲に該当する判別する（
Ｓ８１）。
【０１６５】
そして、オリジナルＰＧＣ情報１４４内あるいはユーザ定義ＰＧＣ情報１５６，１５７内
のプログラム情報３１１～３１４の配列順またはセル情報１６４～１６９の配列順に従っ
てディスクからオブジェクト情報をトラック単位毎に再生し、トラック単位毎に出力表示
する（Ｓ８２）。
【０１６６】
このように、本発明では、情報記録再生装置内の MAIN MPU部４０４でユーザが設定した範
囲は各オブジェクトファイル内のどの部分に対応するかを判別し（Ｓ７７）、その結果に
基付き再生・表示する。この時、オリジナルプログラムチェーン情報１４４内あるいはユ
ーザ定義ＰＧＣ情報１５６、１５７内に存在するプログラム情報３１１～３１４の配列順
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またはセル情報１６４～１６９の配置順に従って情報記憶媒体１００からオブジェクト情
報をトラック単位毎に再生するところに本発明の特徴がある。
【０１６７】
上記した本発明で実行された要点をまとめると、次のようになる。
【０１６８】
ＰＧＣＩ内にオーディオトラックの切れ目情報を記録する。トラック切れ目情報内にテキ
スト情報とトラックの代表画像を持たせる。オリジナルトラック毎にプログラム情報が記
録される。
【０１６９】
またセル情報内のトラックヘッドエントリーポイントでトラックの切れ目を表す。ＰＧＣ
Ｉ内に記述されたプログラム情報 /セル情報の配列順に従ってトラック毎に再生する。ユ
ーザが指定した静止画像に合わせてそれぞれの表示タイミングを自動算出する。オリジナ
ルリストとプレイリストを同時に画面上に表示する表示方法（ＲＴＲの適応も目指す）。
【０１７０】
さらにまた、オリジナルトラックの情報を用い、プレイリスト上でのトラックを作成する
編集方法。オリジナルトラックの持つどの静止画像をプレイリストのトラックに貼り付け
るか決める。部分消去後にどの静止画像を残して表示するかを決める。ムービーオブジェ
クトの任意画面を静止画像に抽出し、オーディオオブジェクトと同時表示する編集方法。
などを揚げることができる。
【０１７１】
【発明の効果】
以上説明したように本発明における効果をまとめると下記の通りとなる。
【０１７２】
１．音声情報に関する管理情報内の再生手順を示すＰＧＣ（ Program Chain） Information
にオーディオトラックの切れ目情報を持たせる事で、管理情報に対して既存の Video Reco
rding規格と同じデータ構造とデータ構造階層（ＰＧＣ／ (Program)／セルの階層構造）を
確保できる。
【０１７３】
その結果、既存の Video　 Recording規格との間の高い互換性が確保でき、映像情報（ムー
ビーオブジェクト）と音声情報間の再生時の相互乗り入れが可能となる。また、管理情報
内にオーディオトラックの切れ目情報が記録されるので音声情報特有のオーディオトラッ
ク単位の記録、再生、編集処理を非常に容易に行うことができる。
【０１７４】
２ .オリジナルトラックに関する管理情報であるオリジナルプログラムチェーン情報１４
４内のプログラムをオリジナル　トラックに対応させ、このプログラムに関する情報記録
領域であるプログラム情報３１１～３１４にオーディオ　トラック固有な“オーディオト
ラックに関するテキスト情報”、“オーディオトラックの内容を示す代表画像”、“静止
画像の表示モード”、“消去禁止フラグ”などを記録する事でオーディオトラック個々の
情報を細かく管理でき、オーディオトラック単位の記録、再生、編集処理を非常に容易に
行うことができる。
【０１７５】
３ .プレイリストに関する管理情報であるユーザ定義ＰＧＣ情報テーブル１４５内のセル
情報１６４～１６９に対してオーディオトラックの切れ目情報を示すトラックヘッドエン
トリーポイント１７１～１７３の情報を記録し、“オーディオトラックに関するテキスト
情報”、“オーディオトラックの内容を示す代表画像”、“静止画像の表示モード”、“
消去禁止フラグ”など各種オーディオトラック固有の情報をこのトラックヘッドエントリ
ーポイント１７１～１７３内に持たせる事でオーディオトラック個々の情報を細かく管理
でき、オーディオトラック単位の記録、再生、編集処理を非常に容易に行うことができる
。
【０１７６】
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４ .オーディオトラック再生時に同時に表示する静止画像をユーザが指定すると、オーデ
ィオトラックの再生時間と設定した静止画像の枚数から音声情報再生時の各静止画像の表
示タイミングを自動算出し、管理情報に自動的に記録する事でユーザに負担を掛ける事無
く、非常に容易に静止画像の表示時間を設定できる。
【０１７７】
５ .オリジナルリストとプレイリストを同時に画面上に表示する（オーディオレコーディ
ングに限らずビデオレコーディングにも適応可能）事で、ユーザが容易にプレイリストの
作成ができるようになる。
【０１７８】
６ .オリジナルリスト内のオリジナルトラックの一部を集めてプレイリスト上に新たなト
ラックを作る時、あるいはオリジナルトラック内部を部分消去する時に、
Ａ〕オリジナルトラック再生時に表示する全静止画像をプレイリスト上の新たなトラック
再生時に表示する静止画像に利用する、あるいは部分消去前に表示していた全静止画像を
部分消去後にも全て表示する。
【０１７９】
Ｂ〕オリジナルトラック再生時に表示する静止画像の内、特定範囲内にある静止画像のみ
をプレイリスト上の新たなトラック再生時に表示する静止画像に利用するあるいは部分消
去範囲内に表示していた静止画像は部分消去後には表示しない。
【０１８０】
のどちらの処理を選択するかが編集機（情報記録再生装置）により異なっているとユーザ
が混乱すると共にユーザの認知しない所で（Ａ），（Ｂ）のどちらの処理を行うかの判断
を編集機（情報記録再生装置）内で自動的に行われるとユーザが不快感を感じる。
【０１８１】
ユーザがプレイリストを作成する画面上に（Ａ），（Ｂ）のどちらの処理を行うかの判断
情報をディスプレイモード７の形で表示することで新しいトラックに対する静止画像の設
定方法をユーザが理解でき、不快感を覚える事が無いと共に、編集機（情報記録再生装置
）の機種に依らず一定の静止画像設定が行える。
【０１８２】
７ .ムービーオブジェクトの任意画面を静止画像として抽出し、オーディオオブジェクト
と同時表示可能な静止画像としてスチルピクチャー AVファイル情報テーブル１４２内に登
録する事でムービーオブジェクトの任意画面を音声情報と同時に表示する静止画像として
利用できる。また同時に、静止画像情報として１箇ところにまとめて記録できるために静
止画像のアクセスの高速化が可能となり、途切れることなく連続して静止画像と音声情報
の再生が可能となる。
【０１８３】
８．またこの発明では、トラック単位に指定し、そのトラック内容を示す代表画像の指定
情報を前記管理情報内に持つと共に、上記の代表画像の指定情報はオーディオトラック再
生時に表示する静止画像の指定情報とは別に設けられている。このために、オーディオト
ラック再生時にぼう持する静止画像が記録されているビデオオブジェクト（ＶＯＢ）グル
ープ以外の別場ところにあるＶＯＢグループ内の任意の静止画像を代表画像として設定で
き、自由度を高めることができる。
【０１８４】
９．オーディオトラック毎の固有情報を記録する領域内に、そのオーディオトラックの内
容を示す代表音声の表示範囲情報を設けることによりユーザはオーディオトラックを全て
聞かず、図６に示した表示画面から確認したいオーディオトラックを指定するだけで、そ
れが聞きたいオーディオトラックか否かを確認でき、ユーザのオーディオトラックへの検
索性が大幅に向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明に係るオーディオトラック情報に関する管理データ構造の例を示す図。
【図２】この発明に係る情報記憶媒体内に記録された再生可能な音声情報に関連した静止
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画ファイル、音声ファイル、テキストファイルのディレクトリー構造の例を示す図。
【図３】この発明に係るオーディオ情報に関する管理情報データ構造の例を示す図。
【図４】この発明に係る情報記憶媒体内に記録された静止画情報に関する管理情報データ
構造の例を示す図。
【図５】この発明に係る情報記憶媒体内に記録されたテキスト情報に関する管理情報デー
タ構造の例を示す図。
【図６】この発明に係るプレイリスト作成時の画面イメージを示す図。
【図７】この発明に係るプレイリストに関係した管理情報のデータ構造。
【図８】この発明に係るプレイリストとオーディオオブジェクトファイルの間の関係を示
す説明図。
【図９】この発明に係るトラックヘッドエントリーポイント（プログラム情報）とスチル
ピクチャーエントリーポイント内で記録される情報内容を比較して示す説明図。
【図１０】この発明に係るプレイリストに関係した静止画像情報へのリンク方法の説明図
。
【図１１】この発明に係るトラック毎に関係したテキスト情報へのリンク方法の説明図。
【図１２】この発明に係るオリジナルトラックに関係した静止画情報へのリンク方法の説
明図。
【図１３】この発明に係るオリジナルトラックに関係したテキスト情報へのリンク方法の
説明図。
【図１４】この発明に係る記録再生装置のブロック構成の例を示す図。
【図１５】この発明に係る音声関連情報の情報記憶媒体への録音方法の例を示す図。
【図１６】図１５の続きを示す図。
【図１７】この発明に係るオリジナルトラックの部分消去法の例を説明するために示した
図。
【図１８】図１７の続きを示す図。
【図１９】この発明に係るプレイリスト作成用画面の表示処理を説明するために示した図
。
【図２０】この発明に係るプレイリストの作成方法の例を示す図。
【図２１】図２０の続きを示す図。
【図２２】映像情報を音声情報と同時に表示する静止画情報として利用する方法を説明す
るために示した図。
【図２３】図２２の続きを示す図。
【図２４】トラック単位で音声情報を再生する再生手順の説明図。
【図２５】図２４の続きを示す図。
【符号の説明】
１００…情報記憶媒体、４０１…エンコーダ部、４０２…デコーダ部、４０３…ＳＴＢ部
、４０４…メインＭＰＵ部。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】
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